
委託連携加算について 

令和 3 年度介護報酬改定 介護報酬改定に関する省令及び告示より 

 

(委託連携加算算定に関する上球磨地域包括支援センターの取り扱い) 

令和４年６月１日からの加算 

（１）地域包括支援センターで担当していた利用者を委託する場合 

①「介護認定調査票」、「主治医意見書」 ②アセスメント表 ③直前のケアプラン 

  

 ①～③を委託先へ提出した上で、双方の事業所において支援経過記録等に，提供年月日， 

提供者，提供内容を記録した際に委託連携加算を算定する。 

 

（２）要介護認定から要支援認定になられた際に、元々担当されていた居宅介護支援事業所に

利用者を委託する場合 

 ※アセスメント等の情報は居宅介護支援事業所が持っているため、委託連携加算は算定 

せず、初回加算のみ算定する。 

 ①「介護認定調査票」、「主治医意見書」は、委託連携加算を算定しない場合であっても、 

包括から委託先へ提出する。 

 

（３）、（２）以外の新規認定者を居宅介護支援事業所へ委託する場合 

 （委託連携加算を算定する場合） 

 ①「介護認定調査票」、「主治医意見書」 

  ②地域包括支援センターが把握したアセスメント表（利用者基本情報） 

  ③プラン作成前に同行訪問し、アドバイスを行う 

 

  ①＋②委託先へ提出する又は①＋③した上で、双方の事業所において支援経過記録等に， 

提供年月日，提供者，提供内容を記録した際に委託連携加算を算定する。 

 

 （委託連携加算を算定しない場合） 

  ①「介護認定調査票」、「主治医意見書」は、委託連携加算を算定しない場合であっても、

包括から委託先へ提出する。初回加算のみ算定。 


